
今月の市民 
人 口／63 ,156人（-72) 

男 /29 ,628A(-33) 

女 ／33 ,528人（-39) 
世帯数／24,495世帯（-2) 
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2007 

こしょかわらて’ 
■編集と発行ノ五所川原市役所総務部総務課 〒037-8686 青森県五所川原市字岩木町12番地 容Oi73-35-21 11⑩ 

五所川原市ホームページ http：ノんvww.goshogawara.net.pref.aomorj.jp  

目 次 

市議会（第3回定例会） 	2 
「仁太坊」津軽三味線 	3 

津鉄・うたごえ列車 	4 

奥津軽虫と火まつり 	5 

市障害者・障害福祉計画 	6 
緊急地震速報 	 .7 

参議院議員一般選挙…・’8~9 

お知らせ 

× ヘルス’インフォメーション 16 
ノ 



当
市
金
木
町
出
身
の
文
豪
・
太宰
治
 

（
本名
・
津
島
修
治
）
が
生
ま
れ
た
六

月
十
九
日
、
芦
野
公
園
太
宰
文
学
碑
の

前
で
太
宰
治
生
誕
9
8年
記
念
祭
が
行
わ

れ
、
県
内
外
か
ら
の
愛
好
者
約
二
百
人

が
参
列
し
、
太
宰
文
学
に
思
い
を
は
せ

ま
し
た
。
 

生
誕
祭
で
は
、
長
女
の
津
島
園
子
さ

ん
が
父

・
太宰
の
思
い
出
を
交
え
な
が

ら

「
今な
お
太
宰
の
文
学
が
多
く
の
方
 

一
 

父
と
そ
の
作
品
に
つ
いて

鵬

、
 
，話
ず
津
島
園
子危
加
 

に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
読
み
継
が
れ
て
欲

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
地
元

の
お
話
サ

ー
ク
ル
 「す
ず
め
っ
こ
」
 
の

メ
ン
バ

ー
三
人
が
管
叩
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
 

を
朗
読
。
そ
の
後
、
文
学
碑
前
に
一
輪

ず
つ
献
花
す
る
参
加
者
の
列
が
長
く
続

き
ま
し
た
。
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読
み
継
が
れ

る
 

太
宰

作
品
 

朗
読
す
る
「
す
ずめ
っ
こ
」
 

の
み
な
さ
ん
 

献
花
す
る
人
の
長
い
 

列
が
続
く
 

(' 

J
、
、
 

 

市 

 

議 

 

 

平
成
十
九
年
第
三
回
定
例
会
 

五
所
川
原
市
議
会
第
三
回
定
例
会
が
六
月
七
日
か
ら
十
八

日
ま
で
の
士
百
間

お
こ
な
わ
れ
、
平
成
十
九
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
二
十
二
議
案
を
可
決
、
請
願
第
一
号
金
木

病
院
の
救
急
体
制
復
活
に
関
す
る
請
願
書
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
閉
会
中
継
続
審
査
と
し閉
会
し
ま
し
た
。
 

人
事
案
件
で
は
、
教
育
委
員
会
委
員
に
丁
子
谷
悟
氏
、
北

津
ア
キ
子
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
 

主
な
議
案
は
、
五
所
川
原
市
総
合
計
画
基
本
構
想
な
ど
一
一

十
二
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

［
 
可
決

・
承
認
さ
れ
た
議
案
 

◇
平
成
十
八
年
度
五
所
川
原
市
一
般会
計
補
正
予
算
 

◇
平
成
十
八
年
度
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特

別
会
計
補
正
予
算
 

◇
平
成
十
八
年
度
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険
医
科
診
療
施

設
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
 

◇
平
成
十
八
年
度
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険
歯
科
診
療
施

設
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
 

◇
五
所
川
原
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

◇
五
所
川
原
市
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
係
る
固
定
資
産

税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を改
正
す
る
条
例

◇
五
所
川
原
市
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
特
別
措

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を改
正
す
る
条
例
 

◇
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を改
正
す
る
条
例

◇
五
所
川
原
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改正
す
る
条
例

◇
五
所
川
原
市
体
育
施
設
設置
条
例
の
一
部
を改
正
す
る
条
例

◇
五
所
川
原
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
 

◇
平
成
十
九
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
 

◇
平
成
十
九
年
度
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険
医
科
診
療
施
 

設
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
 

◇
五
所
川
原
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に
つ
い
て
 

◇
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
 

◇
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
 

◇
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
 

◇
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
 

共
団
体
数
の
減
少
及
び
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
 

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
 

◇
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
 

体
数
の
増
加
及
び
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
 

変
更
に
つ
い
て
 

◇
青
森
県
交
通
災
害
共
済
組
合
規
約
の
一
部
変更
に
つ
い
て
 

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
 
二
件
 

◇
金
木
病
院
の
救
急
体
制
復
活
に
関
す
る
請
願
書
 

諸
 

五
需

原
市
教
育
長
が
決
ま
り
ま
し
た
 

」
 六

月
七
日
、
五
所
川
原
市
教
育
委
員
会
第
三
回
臨
時
会
が

開
か
れ
、
五
所
川
原
市
教
育
長
に
木
下
巽
氏
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
 

，

「
 

巽 教育長 

.
 
,
 



快
晴
の
も
と
心
地
良
い汗
を
流
す
 

由
賢
冬
り健
康
マ目
ツ
シ
 

六
月
十
七
日
、
第
十
八
回
虫
お
く
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
快
晴

の
も
と
岩
木
川
河
川
敷
の
北
斗
運
動
広
場
で
開
催
さ
れ
、
約
三
百
人

の
参
加
者
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
、平
山
市
長
が
選
手
を
激
励
し
、
青
山
幸
司
さ
ん
（
金木

小
6
年
）
が
元
気
な
声
で
選
手宣
誓
。
そ
の
後
、
選
手
た
ち
は
1
血
か
ら
 

3
・
2
面
の
種
目
に
分
か
れて
タ
イ
ム
を
競
っ
た
り
、
フ
リ
ー
の
種
目
で

家
族
そ
ろ
っ
て
走
る
な
ど
、心
地
良
い
汗
を流
し
ま
し
た
。
 

［
大
会
結
果

／

1
位
表
彰
者
］
 

小
学
1
・
2
年
女
子
 

小
学
1
・
2
年
男
子
 

小
学
3
・
4
年
女
子
 

小
田
桐
由
依

（
南
小
）
 

山
田
宗
一
郎
（
五
小
）
 

藤
川
日
奈

（
市
浦J
F
c
)
 

小
学
3
・
4
年
男
子
 

江
良
俊
哉

（
金
木小
）
 

小
学
5

・
6
年
女
子
 

小
田
桐
未
佳
（
南
小
）
 

小
学
5

・
6
年
男
子
 

角
田
憲
哉
（
金
木小
）
 

中
学
校
女
子
 

野
呂
知
世
（
金木
中
）
 

中
学
校
男
子
 

寺
山
航輝

（
金
木南
中
）
 

高
校
生
以
上
女
子
 

伊
藤
朝
美
 

高
校
生
5
3
9歳
男
子
 

高
松
大
地

（
木造
高
）
 

4
0歳
以
上
男
子
 

乗
田
博
志
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4磨
目
の
紺
綬
褒
章
覇奉
 

三
上
忠
孝
さ
ん
 

四
月
二
十
五
日
、
三
上
忠
孝
さ
ん（
ー
ッ
谷）
に
紺

綬
褒
章
が
授
与
さ
れ
、
六
月
十
八
日
、市
役
所
で
平

山
市
長
か
ら伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
三
上
さ
ん
は皿
ふ成

土

ハ
年
六月
、
同
年
十
二
月
、
皿
成
十
八
年
三
月
に

続
い
て
四
度
目
の
紺
綬
褒
章
を
受
章
。
紺
綬
褒
章
は

公
益
の
た
め多
額
の
私
財
を
寄
付
す
る
な
ど
国
民
の

模
範
と
な
る
よ
う
な
善
行
の
あ
っ
た
方
へ
授
与
さ
れ

る
も
の
で
、三
上
さ
ん
は昨
年
九
月
に
市
へ
五
百
万

円
を
寄
付
し
、
平
成
十
二
年
か
ら総
額
で
三
千
六
百

万
円
に
な
り
ま
し
た
。
 

市
内
ぞ
「
み
かみ
興
産
」
と「
三
上
商
事」
を営
む
三
上

さ
ん
は
、「
光栄
で
す
。
こ
れ
ま
で
お
世
話
にな
っ
て

き
た
地
域
の
皆
さ
ん
に恩
返
し
を
し
た
い
と
寄
付
を
続

け
て
い
ま
す
。今
後
も
精
一
杯
地域
の
た
め
で
き
る
こ

と
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

生
響
五

f
周
年
 

手
ャ
リ
ー7
イ
‘
コ
ン
切
‘
ト
I
 

六
月
十
六
日
、津
軽
三
味
線
会
館
屋
外

ろ
ア
ー
ジ
に
お
い
て
、
津
軽
三
味
線
の

始
祖

「仁
太
坊
」
生
誕
百
五
十
周
年
を

記
念
し
て
、
仁
太
坊
之
碑
建
立
基
金
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

同
会
館
を
運
営
す
る
N
P
〇
法
人
か

な
ぎ
元
気
倶
楽
部

（
今
誠康
代
表
）
が

主
催
し
た
も
の
で
、
津
軽
三
味
線
全
日

本
金
木
大
会
で
三
連
覇
（2
0
0
2
52
 

0
0
4
）
を
果
した
黒
浮
博
幸
さ
ん
の
司

会
で
進
め
ら
れ
、
会
場
に
集
っ
た
お
よ

そ
三
百
人
の
観
衆
は
、
曲
弾
き
や
現
代

的
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

三
味
線
の
演
奏
に
聴
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

黒
津
さ
ん
は
、
黒
石
出
身
の
渋
谷

幸
平
さ
ん
と
の
掛
合
い
ゃ
、
女
性
和

太
鼓
奏
者
の
大
沢
し
の
ぶ
さ
ん
、
元

オ
フ
コ

ー
ス
・
ド
ラ
マ
ー
の
大
間
ジ

ロ
ー
さ
ん
と
組
ん
だ
ユ
ニ
ッ
ト
 「
天

地
人
」
 の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
演
奏
し
、
 

T
B
s
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番組
「
情

熱
大
陸
」
 
の
テー
マ
曲
で
は
、
会
場

か
ら
盛
ん
な
拍
手
や
声
援
が
あ
が
り
、
 

ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
る
な
ど
予
定
を

三
十
分
も
延
長
し
て
、
聴
衆
と

一
体

と
な
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
繰
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

今
後
は
、
仁
太
坊
の
誕
生
日
で
あ
る

七
月
七
日
、
同
会
場
で
仁
太
坊
之
碑
除

幕
記
念
の
七
タ
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し

て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
方
に
来
場
し
て

い
た
だき
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

『僧
太
瑞
伝
説
」
 

太
坊
伝
説
」
 



ふ
る
さ
琶の
勢
尋
り
次の
世
億
に編
為た
い
 

ョ
つ
想
弓
え
列
宙ぎ

出
発
進
（
側I
 

六
月
十
五
日
、
五
所
川
原
市
と
中

泊
町
を
結
ぶ
津
軽
鉄
道
で
 「う
た
ご

え
列
車
」
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
 「津
軽
鉄
道
サ
ポ
ー
タ
 

ー
ズ
ク
ラ
プ
」
 
（
高
瀬
英
人会
長
）
 

が
主
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
横
山
和

幸
さ
ん
の
軽
快
な
ト
ー
ク
の
中
、
お

よ
そ
六
十
人
の
参
加
者
は
、
長
瀬
公

秀
さ
ん
、
野
崎
克
行
さ
ん
の
ギ
タ

ー
 

に
合
わ
せ

「神
田
川
」
 
「
な
ごり雪
」
 

「
岬め
ぐ
り
」
な
ど
青
春
時
代
の
フ

ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
歌
い
な
が
ら
、
往

復
二
時
間
の
列
車
の
旅
を
楽
し
み
ま
 

し
た
。
 

折
返
し
地
点
の
津
軽
中
里
駅
で
は
、
 

津
鉄
応
援
直
売
会
の
皆
さ
ん
が
、
お

に
ぎ
り
や
お
で
ん
、
潰
物
、
イ
カ
め

し
な
ど
を
販
売
し
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
同
ク
ラ
ブ
で
は
、漫
画
雑
誌
「
ビ

ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
増
刊
号
」
 
（
小
学
館
）
 

に
連
載
さ
れ
て
い
る
、
津
軽
鉄
道
沿

線
を
舞
台
に
、
食
堂
を
切
り
盛
り
す

る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
少
女

「チ
ャ
ぺ
」
 

の
物
語
や
、
先
に
発
売
さ
れ
た
津
軽

鉄
道
写
真
集
 「T
a
ke
 
it
 
S一ow
J
 

を
紹
介
す
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
ど

ん
ど
ん
津
軽
鉄
道
を
盛
り
立
て
て
い

こ
う
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

旧
十
川
漁
業
協
同
組
合
（
長
谷
川
清

勝
組
合
長
）
は
六
月
十
五
日
、
ふ
る
さ

と
の
自
然
環
境
を
保
護
し
よ
う
と
ヤ
マ

メ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。
こ
の
活

動
は
四
十
年
以
上
続
け
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
こ
の
日
参
加
し
た
組
合
員
は
、
 

飯
詰
川
と
金
木
川
へ
5
1
6
竺
に
成
長

し
た
稚
魚
約
一
万
五
千
匹
を
放
流
し
、
 

「
元
気
に
泳い
で
大
き
く
な
れ
よ
」
と

成
長
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。
 

長
谷
川
組
合
長
は
「
ふる
さ
と
の
川

を
今
日
放
流
し
た
ヤ
マ
メ
が
自
然
に
上

下
流
で
住
め
る
、
き
れ
い
な
川
に
し
た

い
。
そ
れ
ま
で
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

前
田
野
目
川
を
守
る
会
（
今
信

一
会

長
）
は
六
月
二
十
三
日
、
七
和
保
育
園

児
な
ど
地
域
の
子
ど
も
達
と
父
母
ら
八

十
人
が
参
加
し
、
前
田
野
目
に
イ
ワ
ナ

の
稚
魚
約
三
千
匹を
放
流
し
ま
し
た
。
 

子
ど
も
達
は
「
き
れい
な
川
の
ま
ま

で
い
て
欲
し
い
」
と
願
い
を
込
め
稚
魚

を
放
流
し
、
お
昼
に
父
母
が
用
意
し
た

イ
ワ
ナ
の
串
焼
き
を
ほ
お
ば
り
ま
し
た
。
 

今
会
長
は

「
地元
の
自
然
豊
か
な
清

流
を
守
り
、
次
の
世
代
に
伝
え
た
い
」
 

と
活
動
の
大
切
さ
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

市
浦
地
区
の
六
十
歳
以
上
の
方
を

対
象
と
し
た
生
涯
学
習
講
座
「
寿
大
学
」
 

の
今
年
度
開
講
式
が
六
月
十
五
日
、
 

市
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
受
講
生
を
代
表
し
坂
井
精
さ

ん
が

「と
も
に
学
び
、
健
康
で
文
化

的
に
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
講
師
を
招
き
第
一
回

講
座
「
高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法
」
 

を
学
び
ま
し
た
。
 

ま
た
、
寿
大
学
に
先
立
ち
、
五
所
川

原
地
区
の
北
辰
大
学
が
五
月
九
日
、
金

木
地
区
の
ひ
ば
の
樹
大
学
が
五
月
十
八

日
に
開
講
し
、
今
年
度
の
学
習
と
ク
ラ

ブ
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
 

五所川原市役所 容35- 2111 平成 19年7月 1日 4 

●
 



祈
り
の
火
加天を
捌
る
 

六
月
二
十
四
日
、
病
害
虫
を
防
ぎ
五

穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
「
奥
津
軽
虫
と
火

ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

龍
頭
蛇
体
の
 「虫
」
を
乗
せ
た
山
車

九
台
の
ほ
か
、
若
者
達
が
大
松
明
や
御

神
輿
を
か
つ
い
で
旧
大
町
ロ
ー
タ
リ
ー
 

か
ら
岩
木
川
河
川
敷
ま
で
を
練
り
歩
き
、
 

沿
道
か
ら
拍
手
を
受
けま
し
た
。
 

河
川
敷
で
は
、二
体
の
巨
大
な
「
虫
」
 

が
燃
え
上
が
っ
て
昇
天
。
二
千
四
百
発

の
花
火
が初
夏
の
夜
を
彩
り
ま
し
た
。
 



面所I 験 害。祉計 

国 
障害者計画と障害福祉計画とは 

「障害者計画」は、障害者基本法に基づき障害者施策全般の基本的な指針を定めるのに対し、 「障害福祉
計画」は、障害者自立支援法に基づき基本的な指針に即した生活支援施策の実施計画的なものとして、数値
目標を掲げて策定することになっています。 

計画の策定にあたって 

計画策定にあたり、医療機関、障害者施設、障害者団体、障害者関係機関等より15名からなる「五所川原

市障害者計画及び五所川原市障害福祉計画策定委員会」を設置し、また、障害者の方々からご回答いただい
たアンケート結果を反映させ、障害福祉の実施計画について審議し、策定しました。 

計画の期間 

一 	「五所川原市障害者計画」は、平成19年度から平成23年度までの5年間、 
’ 「五所川原市障害福祉計画」は平成侶年度から平成23年度までの6年間とし、 

平成18年度から平成20年度までを第1期として策定しています。 

計画の概要 

五所川原市障害者計画の基本目標 

(1）共に生きる社会のしくみづくり 
福祉教育や啓発交流活動等を通じて、お互いに理解し、支えあうことができる地域社会の実現に努め

ます。また、各種団体・関係機関の連携強化、人材の育成等により、障害のある人を支えるとともに、 
相談体制や権利擁護施策を充実することで、障害のある人が安心して生活できる地域社会を築きます。 

(2）暮らしを支えるサービスの充実 

誰もが住みなれた地域や居宅で、自立した生活を送ることができるよう、在宅サービス、保健医療体 

制等の充実を図ります。 

(3）自立と社会参加の支援 
障害のある人が自分の能力を最大限に発揮し自己実現を図るとともに、生きがいのある生活を送るこ 

とができるよう、教育、就労、文化・社会活動等を通じた社会参加の促進を図ります。 

(4）安全で快適なまちづくり 
誰にとっても生活しやすいまちとなるよう、公共施設・道路等のユニバーサルデザインの考え方に基

づくバリアフリー化や移動支援、防災体制の充実を推進します。また、障害のある人が地域の中で住み

続けることができるよう、住まいの確保に努めます。 

五所川原市障害福祉計画の数値目標 

障害福祉計画では、障害のある人が自分でサービスを選び、利用できる環境づくりなどをめざしています。 
その実現のために、居宅介護や就労移行支援、グループホームなど、障害のある人の地域生活や就労を支援
するための福祉サーピスなどについて、次のような数値目標を定めています。 

平成 18年 10月 平成 23年度末 

居宅介護利用者（地域生活支援） 44人 75人 

施設入所者（地域生活への移行） 142人 132人 

退院可能精神障害者（地域生活への移行） 48人 14人 

就労移行支援事業利用者（就労支援） 5人 30人 

◆障害者計画と障害福祉計画は、本庁舎北棟1階家庭福祉課、各総合支所、市のホームページで見ることが

できます。 

お問い合わせ 家庭福祉課 障害福祉係 内線 241 

五所川原市役所 公35- 2111 平成 19年 7月1日 6 



この秋 )1__1LTirif麹地震速報』 

ニョに日I+ 
ー一 I ーノン, 鉄道・バス乗 

家庭では 
で

《
山
 

・頭を保護し、丈夫な机の下などに隠れる 

・あわてて外へ飛び出さない 

・係員の指示に従う 

・落ちついて行動 

・あわてて出ロに走り

出さない 

→ 

三‘JI 

一
乃
プ
 

「ゴ
」
」
」
 

ー
〉
 

'
”
じ
一
 

」
【h
H
ン
 

・あわててブレーキをかけない 

・ハザードランプを点灯し、 

揺れを感じたらゆつくり

停止 

周囲の状況に応じて 

あわてずに 

まず身の安全を確保する！ 

・ブロック塀の倒壊等に注意 

・看板や割れたガラスの落下

に注意し、ビルのそばから

離れる 

緊急地震速報は見聞きしてから、強い揺れが来るまでの時間が 

数秒から数十秒しかありません 

その短い間に身を守るための行動を取る必要があります 

・最寄の階で停止させ、 

すぐに降りる 

・落石やがけ崩れに注意 ・つり革、手すりにしっかり

つかまる 

【
ー

I
I
 

翻
 

気象庁では、この秋から緊急地震速報を広く国民に提供するための準備を始めています。 

緊急地震速報は、地震が発生してから、強い揺れが襲来するまでのごく短い時間を活

用して、被害を軽減するための情報です。このため、緊急地震速報を受信した際は、建

物の中から屋外に避難するようなことはせず、 『周囲の状況に応じて、あわてずに、ま

ず身の安全を確保する』ことが基本になります。 

また、緊急地震速報を有効に活用するためには、以下『利用の心得』を参考に、どの

ように行動すれば良いかを自ら考えることと、家具の固定など日頃からの地震対策が重

要です。 

さまざまな場面における具体的な対応行動の指針 

なお、緊急地震速報のしくみなどについては、気象庁ホームページ 

(httpゾノwww.seisvoI.kishou.go.jp/eq/EEW/kaisetsu/jndexhtmI)  をこ覧ください。 

お問い合わせ 青森地方気象台防災業務課 TELO1 7-741-7413 

7 平成 19年 7月1日 五所川原市役所 公35- 2111 



市選挙管理委員会事務局 TEL 35-2111 内線492 。493 

金 木 総 合 支 所 TEL 53121= 内線203 

市 浦 総 A 支 所 TEL 62一211i 内線Th 

合
 く老、 

所
 
所
 

支
 
支
 

総
 
総
 

木
 
浦
 

金
 
市
 

〇不在者投票 

・他市町村での投票 

投票日に仕事や旅行などで五所川原市の投票所に行けない見込みの方は、あらかじめ他の市町村

選挙管理委員会で不在者投票を行うことができます。この場合、投票用紙の請求が必要となり滞在

先へ送付しますので、お早めに請求してください。 

・病院、施設等での投票 

一 
	都道府県が指定する不在者投票のできる病院、老人ホーム等へ入院中、入所中の方は、病院、老 

’ 	人ホーム等で投票できます。施設の事務担当者又は、市選挙管理委員会にお問い合わせください。 

・郵便等による投票 

身体障害者手帳、戦傷病者手帳、介護保険の被保険者証等をお持ちの方で、かつ一定の障害をお

持ちと認められ、市選挙管理委員会が発行した郵便等投票証明書をお持ちの方は、自宅等で投票で

きます。 

・船員による投票 

一定の船舶等の乗組員で、選挙人名簿登録証明書をお持ちの方は、走行中の船舶内で不在者投票

する方法や、指定港のある市町村で不在者投票する方法、および遠洋区域を航行する船舶等でフア

クシミリ装置を用いて送信する方法により投票できます。 

セめにみんなト 

〇投票の方法 	 米下- 	、く龍 

・青森県選挙区選出議員選挙→投票用紙に、候補者の氏名 

● を記入する。 

・比例代表選出議員選挙→投票用紙に、名簿搭載者の氏名

または名簿届出政党等の名称もしくは略称を記入する。 

〇開票場所 五所川原市民体育館 

〇開票開始時間 午後9時30分（30分前から入場できます） 

五所川原市役所 合35- 2111 平成 19年 7月 1日 8 



t 	 
投票所における投票時間は 午前7時から午後8時まで 

期日前投票所における投票時間は 午前8時30分から午後8時まで 
× 
◆入場券を忘れたり、紛失した場合でも選挙人名簿に登載され選挙権を有し 

ている方は投票できます。投票の際は係員に申し出ください。 	 ◆ 

こおもな日程 

・7 月12日困 公示日 	 ・7月28日田 期日前投票及び不在者投票終了 

・7月13日岡 期日前投票及び不在者投票開始 ・7月29日（日）投票日・開票日 

・7 月25日困 郵便等投票請求期限 

〇投票できる方 

。年齢要件 昭和62年 7 月30日以前の出生者。 

。住所要件 平成19年 4 月11日以前に住民基本台帳に登録され、引き続き居住している方。 

。市内転居者 平成19年7 月1日以前に転居した方は、新しい住所の投票所で投票してください。 

平成19年 7 月 2 日以後に転居した方は、前住所地の投票所で投票してください。 

・市外転出者 選挙人名簿に登録されている方で、他の市区町村の区域に住所を移した方は、他の市

区町村の選挙人名簿に登録されるまでの間、五所川原市で投票することができます。 

● 
〇期日前投票 

投票日に仕事・レジャー等で投票所へ行けない見込みの方は、期日前投票を行うことができます。 

〇期日前投票所 

市中央公民館と 2つの各支所に設けられます。各対象地区の投票所で投票することになりますr 

投 	票 	所 対 象 地 区 

五所川原市中央公民館 3階口ビ― 五所川原地区 

五所川原市金木総合支所 2 階応接室 金木地区 

五所川原市市浦総合支所 青森あすなろホ一ル市浦 市浦地区 

※対象者の区分は、 7 月1日時点での届出住所となります。 

※中央公民館の会場は 3 階第2控室から 3 階ロビーに変更になります。 

9 平成 19年 7 月 1 日 五所川原市役所 容35- 2111 



⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
 

五
所
川
原
保
健
所
 
健
康
増
進
課

皿
（3
4)2
1
0
8
 献
（3
4)7
5
1
6
 

不
眠
、
憂
う
つ
、
人
間
関
係
が
う

ま
く
い
か
ず
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
、
お

年
寄
り
の
ひ
ど
い
も
の
忘
れ
な
ど
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

7
月
1
3日
岡
 
1
3時

5
1
4時

五
所
川
原
保
健
所
 
第
一
相
談
室
 

国
民
年
金
保
険料
 

免
除
制
度
の
お
知
ら
せ
 

国
保
年
金
課
 

内
線
2
1
1
5
21
3
 

国
民
年
金
の
保
険
料

（
皿成

1
9年
度
）
 

は
月
額
1
4
1
0
0円
で
す
が
、
経
済

的
な
理
由
等
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
申
請
手
続
き
に
よ
り
保
険
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7
月
社
知
ら
絢
 

一
 「、
フ
コゴ
D
目
火
火
コ
・二
 

一
 【
イ
】
．
Lナ
／
し
木
と
三
ロr』
レ』
 

一
 
各
種相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。
 

一
 
お
気軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

⑨
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
7
 

●

7
月
1
2日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

●

7
月
2
6日
困
 
1
3時

ー
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政相
談
委
員
 

⑥
行
政
・
人
権
合
同

相
談
 

凪
（5
3)2
1
1
1
 内
線
1
2
6
 

●

7
月
1
8日
困
 
1
0時

5
1
5時

金
木
総
合
支
所
 
第
三
会
議
室

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

人
権
擁
護
委
員
 

⑥
人
権
相
談
 

皿
（6
2)2
1
1
1
 内
線
1
6
 

●

7
月
3
日
因
 
1
0時

5
1
5時
 

市
浦
総
合
支
所
 
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
 

◇
相
談
員
 
人
権
擁
護
委
員
 

「
士
曜
開
庁
に
か

わ
り
 

一
8
月
6
日
か
ら
窓
口
業
務
を
 

時
間
延
長
し

ま
す
 

市
民
課
 内
線
2
0
5
 

こ
れ
ま
で
の
土
曜
開
庁
は
、
7
月
2
8
 

日
田
を
も
っ
て
終
了
し
、
8
月
6
日
囲

か
ら
新
た
に
市
民
課
窓
口
業
務
を
時
間

延
長
し
ま
す
。
 

◆
市
民
課
窓
口
業
務
の
時
間
延
長
を
毎

週
月
曜
日
（
当
該
曜
日
が
休
日
の
場

合
は
翌
日
）
行
い
ま
す
。
 

◆
延
長
時
間
は
、午
後
5
時
1
5分
か
ら

午
後
6
時
ま
で
で
す
。
 

◆
延
長
時
の
業
務
は
、
住
民
票
の
写
し

の
交
付
、
住
民
票
記
載事
項
証
明
等

各
種
証
明
、印
鑑
証
明
書の
交
付
（
カ
 

ー
ド
持
参
の
み
）
の
ほ
か
、戸
籍
（
除

籍
）
謄
抄
本
の
写
し
の
交
付
を
行
い

ま
す
。
 

◆
婚
姻
届
や
死
亡
届
等
の
戸
籍
届
書
の

受
付
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
宿
直
室

で
対
応
し
ま
す
。
 

料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
一
部
納
付
 

（
一
部
免
除）
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

◆
保
険
料
の
免
除
制
度
は
 

・

全
額
免
除
制
度
…
保
険料
全
額
免
除
 

・

半
額
納
付
制
度
…
保
険料
の
2
分
の
 

1
を
納
付
（
残り
2
分
の
1
が
免
除
）
 

・

4
分
の
1
納
付
制
度
…
保険
料
の
4
 

分
の
1
を
納
付
（
残
り
4
分
の
3
が

免
除
）
 

・

4
分
の
3
納
付
制
度
…
保
険
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4
 

分
の
3
を
納
付

（
残
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分
の
1
が

免
除
）
 

の
全
額
免
除制
度
と
一
部
納
付
制
度

が
あ
り
ま
す
。
 

◆

一
部納
付
す
る
場
合
の
月
々
の
保
険

料
額
（
平
成
1
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度
）
は
 

・

4
分
の
1
納
付
→
 
3
5
3
0円
 

・

2
分
の
1
納
付
→
 
7
o
5
0
円
 

・

4
分
の
3
納
付
→
1
0
5
8
0円
 

※
こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く

場
合
は
、
ご
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯

主
の
前
年
の
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定

基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で

す
。
 

◆
こ
の
ほ
か
 

・

「若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
→
3
0歳

未
満
の
方
の
保
険料
納
付
が
猶
予
（
所

得
審
査
あ
り
）
も
あ
り
ま
す
。
 

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
 

年
金
手
帳
ま
た
は
国
民
年
金
保
険
料

納
付
案
内
書
、
印
鑑
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
等
 

農
産
物
加
工
品
直
売
会
 

五
所
川
原
市
農
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加
工
セ
ン
タ
ー
 

振
興
対
策
協
議
会
 

農
林
水
産
課
 

内
線
3
5
5
 

●

7
月
1
1日
（
水）
・
2
5日
（
水）
 

1
2時

5
1
2時
4
5分
 

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
 
梅
潰
け
、豆
腐
、
み
 

そ
、
潰
け
物
な
ど
手
作
り
の
加
工
品
 

や
そ
ば
粉
な
ど
 

北
地

方
産
直
の
日
 

西
北
地
域
県
民
局
農
業
振
興
課
 

皿
（3
4)2
1
1
1
 内
線
2
5
1
 

北
五
地
方
の
産
直
施
設
等
が
集
ま
り
、
 

地
元
の
新
鮮
な
農
水
産
物
・
加
工
品
を

販
売
し
ま
す
。
千
円
以
上
の
購
入
者
先

着
1
0
0
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
。
 

●

7
月
1
5日
回
 
8
時
3
0分

、
1
5時

道
の
駅
「鶴
の
里
あ
る
じ
や
」
 

公
立
金
木
病
院
 

医
療
技
術
職
員
募
集
 

公
立
金
木
病
院
管
理
課
 

皿
（5
3)3
1
1
1
 内
線
1
2
8
 

◇
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数
 
 

技
師
免
許
取
得
者
 

・

薬
剤
師
…
昭
和
4
8年
4
月
2
日
以

降
の
生
ま
れ
で
、
薬
剤
師
免
許
取
得

者
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方
 

◇
採
用
予
定
年
月
日
 

・

臨
床
検
査
技
師

…
1
0月
1
日
 

・

薬
剤
師

…
2
0年
4
月
1
日
以
降
 

◇
試
験
 
8
月
2
8日
因
 
1
0時

、
 

公
立
金
木
病
院

2
階
講
義

室
 

作
文
・
面接
・
書
類
審
査
 

◇
受
験
申
込
受
付
期
間
 

7
月
1
7日
因

1
8
月
1
6日
困
 

※
提
出
書
類
等
、
詳
細
は
管
理
課
ま
で
。
 

一
津
軽
広
域

水
道
企
業
団
 
ゴ

西
北
事

業
部
職
員
（
初
級
職
）
 

を
募
集
し

ま
す
 

総
務
課
 
m
(4
2)7
1
1
1
 

平
成
2
0年
度
採
用
職
員
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。
 

◇
職
種
 
初
級
職

（1
名
程
度
）
 

◇
受
験
資
格
 
昭
和
5
7年
4
月
2
日
か

ら
平
成
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
採
用
後
、
津
軽
広
域
水

道
企
業
団
西
北
事
業
部行
政
区
内

（
五

所
川
原
市
及
び
つ
が
る
市
）
に
居
住

す
る
こ
と
が
でき
る
方
 

臨
床
検
査
技
師
 
1
人
 

◇

一
次
試験
 
9
月
1
6日
回
 

薬
剤
師
 
1
人
 

ニ
次
試
験
 
1
0月
下
旬
（
予
定
）
 

◇
受
験
資
格
 

◇
申
込
受
付
 
7
月
1
7日
因
、
3
1日
因
 

‘
臨
床
検
査
技
師
…
昭
和
5
3年
1
0月
 
※
受
験
申
込
書
等
詳
細
は
総
務
課
人
事
 

2
日
以
降
の
生
ま
れ
で
、
臨
床
検
査
 

担
当
係
ま
で
お
間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 



家
庭
福
祉
課
か
ら
お
知
ら
せ
 

児
童
家
庭
係
 
内

線
2
4
9
 

金
木
総
合
支
所
 
保
険
福
祉
係
 

m
(5
3)2
1
1
1
 内
線
1
3
o
 

市
浦
総
合
支
所
 
保
険
福
祉
係
 

m
(6
2)2
1
1
1
 内
線
3
4
 

母
子
家
庭
・
寡
婦
及
び
 

父
子
家
庭
介
護
人
を募
集
 

商
品
陳

列
研

修
会
 

参
加
者
募

集
 

五
所
川
原
市
雇
用
創
出
協
議
会

皿
（3
8)4
5
91
 
献
（3
8)4
5
92
 

口 
ロロ 
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こ
の
事
業
は
母
子
家
庭
・
寡
婦
及
び

父
子
家
庭
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に

介
護
人
を
派
遣
し
、
無
料
で
必
要
な
介

護
及
び
保
育
を
行
っ
た
り
、
家
事
援
助

を
行
う
制
度
で
す
。
現
在
、
登
録
し
て

い
る
介
護
人
の
数
が
不
足
し
が
ち
と
な

っ
た
た
め
、
介
護
人
と
し
て
登
録
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
受
付
期
間
 
7
月
2
日
囲

5
2
0日
岡
 

（
土
・
日
・
祝
日
を
除く
）
 

◇
資
格
 
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
）
3
級
以
上
を
有
す
る
方
 

◇
提
出
書
類
 
資格
証
明
書
（
訪
問
介

護
員
3
級
以
上
）
の
写
し
 

◇
そ
の
他
 
年
齢
不
問
。
介
護
人
の
派

遣
手
当
有
り
（
時
給
7
4
0
円
）
。
 

介
護
人
に
よ
る
支
援
は
1
時
間
単
位
、
 

1
日
の
支
援
に
要
す
る
時
間
は
概
ね
 

8
時
間
以
内
0
内
容
は
、
食
事
の
世

話
、
住
居
の
掃
除
、
身
の
回
り
の
世

話
、
生
活
必
需
品
等
の
買
い
物
、
乳

幼
児
の
保育
、
医
療
機
関
と
の
連絡
等
 
 

ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費

受
給
資
格
の
更
新
 

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
等
の
健
康
の

維
持
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
県

の
助
成
を
受
け
て
市
が
医
療
費
の
助
成

を
す
る
制
度
です
。
 （所
得
制
限
あ
り
）
 

●

対
象
者
 

・

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
及
び
父
母
の

い
な
い
児
童
（
1
8歳
に
達
し
た
年

度
末
ま
で
）
 

・

右
記
の
児
童
を
扶
養
す
る
父
ま
た
は

母

（
た
だ
し
、一
医療
機
関
ご
と
に

月
千
円
の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
）
 

⑥
更
新
手
続
き

（
既
に
受給
し
て
い
る

方
）
持
参
す
る
も
の
・
・
①
保
険
証
ま

た
は
保
険
証
の
コ
ピ
ー
（
対
象
者
全

員
分
）
②
印
鑑
③
養
育
費
の
取
り
決

め
や
そ
の
受
領
状
況
を
確
認
で
き
る

書
類
（
平
成
1
8年
分
）
 

※
今
年
度
よ
り
所
得
課
税
状
況
は
公
簿

に
て
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
所
得
課

税
証
明
書
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

た
だ
し
、
平
成
1
9年
1
月
1
日
以

降
に
転
入
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
前

住
所
地
の
市
町
村
役
場
か
ら
平
成
 

1
9年
度
所
得
課
税
証
明
書
を
取
り

寄
せ
の
う
え
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
更
新
手
続
期
間
 

7
月
2
日
囲
5
1
3日
岡
 

◇
更
新
手
続
場
所
 

家
庭
福
祉
課
児
童
家
庭
係
、
金
木
総
 
 

合
支
所
、
市
浦
総
合
支
所
 

※
更
新
の
届
出
が
な
い
と
8
月
分
以
降

の
医
療
費
の
給
付
を
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
各
窓
口

で
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑥
新
規
申
請
手
続
（
新
規
の
方）
持
参

す
る
も
の
…
①
住
民
票

（
同
居
して

い
る
人
全
員
分
）
②
保
険
証
ま
た
は

保
険
証
の
コ
ピ
ー
（
対
象
者
全
員
分

③
印
鑑
④
平
成
1
9年
度
所
得
課
税

証
明
書
（
申
請者
及
び
申
請
者
と
同

居
し
て
い
る
人
全
員
分
）
⑤
養
育
費

の
取
り
決
め
や
そ
の
受
領
状
況
を
確

認
で
き
る
書
類
（
平
成
1
8年
分
）
 

※
新
規
申
請
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。
 

動
産
・
自
動
車
・
不動
産
の

イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
公
売
 

西
北
地域
県
民
局
県
税部
納
税
課
 

皿
（3
4)2
1
1
1
 内
線
2
1
0
 

県
で
は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
運
営

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ

ー
ク
シ
ョ
ン

を
利
用
し
た
差
押
財
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
公
売
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

今
年
度
の
こ
れ
か
ら
の
動
産

・
自
動

車
・
不
動
産
の
公
売
は
、
7
月
、
8
月
、
 

1
0月
、
1
1月
、
平
成
2
0年
1
月
、
2
月

に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
県

税
・
市
町
村
税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
 

(h
ttp
ミ

w
w
w

・p
re
f・ao
mo
rl・lg
・
」
又
 

z
e
i
昌
、
）
ま
た
は西
北
地
域
県
民
局
県

税
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ
 

雇
用
支
援制
度
導
入
奨
励
金
 

が
創
設
さ
れま
し
た
 

青
森
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構

皿
0
1
7
(7
2
1
)l
o
o
7
 

ht
tp】
ミw要

・ao
m
o
r
i
~
s
hie
n・8
ョ
、
 

◆
雇
用
支
援
制
度
導
入
奨
励
金
と
は

・
・
・

事
業
主
が
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
に
よ

り
雇
用
し
た
従
業
員
を
常
用
雇
用
へ

移
行
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
就
労
を

容
易
に
す
る
た
め
に
、
 一
定
の
雇
用

環
境
の
改
善
等
を
行
っ
た
場
合
に
 

3
0万
円
を
支
給
し
、
要
支
援
者
や

就
職
困
難
者
の
就
職
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
 

◆
雇
用
環
境
の
改
善
措置
…
次
の
よ
う

な
も
の
が
該
当
し
ま
す
。
 

〇
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
者
の
定
着
の
た
め

に
、
指
導
責
任
者
を
任
命
し
、
常
用

雇
用
後
も
継
続
し
て
指
導
、
援
助
を

実
施
 

〇
教
育
訓
練
、
実
習
の
制
度
等
を
整
備

〇
右
記
の
ほ
か
、
就
業
規
則
、
労
使
協

定
等
を
改
正
し
、
雇
用
環
境
を
改
善

〇
母
子
家
庭
の
母
等
、
ま
た
は
障
害
者

で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
所
に

雇
用
さ
れ
て
い
る
通
常
の
常
用
労
働

者
と
比
較
し
て
、
3
0分
以
上
の
時

差
出
勤
を
導
入
 

〇
障
害
者
に
つ
い
て
 

・

在
宅
勤
務
制
度
を
導
入
 
 

・

必
要
な
通
院
時
間
を
確
保
 

・

事
業
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
設
備
を

改
善
 

・

障
主暑

の
た
め
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等

を
設
置
 

こ
れ
か
ら
夏
場
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を

本
格
的
に
迎
え
、
観
光
客
の
皆
様
、
普

段
利
用
さ
れ
る
お
客
様
に
満
足
い
た
だ

け
る
よ
う
な
売
場
を
つ
く
る
た
め
、
実

践
を
交
え
た
研
修
会
を
実
施
しま
す
。
 

●

7
月
9
日
囲
 
1
0時

5
1
5時
 

吃
時
5
1
3時
に
お
昼
休
憩
）
 

立
侵
武
多
の
館
 
4
階
 
練
習
室
2
 

◇
内
容
 

・

講
義
 
1
0時

ー
1
2時
 

①
商
圏
と
店
舗
構
成
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
 

原
則
、
商
品
構
成
に
つ
い
て
 

②
商
品
の
区
別
、
売
価
の
知
識
な
ど
 

・

実
践
 
1
3時

5
1
5時
 

施
設
売
場
（
立
侵
武
多
の
館
ほ
か
）
 

に
て
商
品
陳
列
等
の
指
導
 

◇
講
師
 
長
谷
川
智
・
流
通
ジ
ャー
ナ
 

リ
ス
ト
（商
業
施
設
の
店
づ
く
り
、
 

販
売
員
の
教
育
研
修等
、
活
動
中
）
 

〈協
力
〉
株
式
会
社
 
中
三
 

◇
定
員
 
3
0名
 
参
加
無
料
 

◇
申
込
締
切
 7
月
6
日
岡
 



五
所
川
原
商
工
会
議
所

か
ら
の
ご
案
内
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
総
務
課
 

m
(3
5)2
1
21
 献
（3
5)
21
2
4
 

h
t
tp
【塗
童
曽
c
c
i・o
r・
」
p
l
ka
n「m
n
s
e
k
i

『y
o」k
o
」

・h
t
ョ
ー
 

「
「剰
山
馴
衝
武
多
『
 

有
料
観
覧
席
券
 

好
評
発
売
中
1
1
一
 

●
7
月
2
4日
因
、
2
7日
岡
の
4
日
間
 
来

年
度
専
門
課
程
の
学
生
募
集
の
た
 

で
完
成
 
1
8時

、
2
0時
 
立
侵
武
多
 

め
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し
ま
す
。
 

の
館
3
F
（
立侯
武
多
製
作
所
）
 

●
7
月
2
7日
岡
 
1
1時
5
1
5時
3
0分
 

◇
対
象
 
小
・
中
・
高校
生
・
一
般
 

◇
内
容
 
「
も
の
づ
く
り
」
 
の
体
験
 

（小
学
校
低
学
年
は
父
母
同
伴
。
親
 

生
産
技
術
科
、
制
御
技
術
科
 

子
で
の
参
加
も
歓
迎
）
 
電

子
技
術
科
、
情
報
技
術
科
 

※
受
講
無
料
。当
日
の
参
加
申
込
み
可
。
 
の
4
科
に
つ
い
て
個
々
に
実
習
体
験
 

酒
 
◇
応
募
資
格
 
高
校
生
及
び保
護
者

（
先

の
 
く
I
コ
1「

「
一
ー
 
I
一
．ノ
ーー
ニ
ー二
ー
‘
一

丸
 
生
も
可

）
 

惜
 
◇
応
募
方
法
 

7
月
2
0日
岡
ま
で
に

る
 
電
話
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

付
 

〈
バ
ス
送
迎
〉
 
五
所川
原
駅
1
0時
3
0
 

製
 

分
発
。
青
森
短
大
校
1
5時
4
0分
発
。
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市
民
プ

ー
ル
開
き
の

お
知
ら

せ
 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
 

凪
（5
3)2
1
1
1
 内
線
3
1
3
 

●

7
月
1
4日
田

1
8
月
2
6日
回
 

午
前
の
部
 
9
時

、
1
2時
 

午
後
の
部
 
1
3時

5
1
6時
4
5分
 

※
天
候
等
に
よ
り
遊
泳
が
で
き
な
い
と
 

き
は
休
館
と
い
た
し
ま
す
。
 

●

8
月
4
日
ぽ
は
満
席
と
な
り
ま
し
た
。
 

8
月
5
回
5
8
日
困
は
若
干
空
席

あ
り
。
お
申
込
み
は
お
早
め
に

ー
 

◇
受
付
 
9
時

、
1
6時

（
平
日
の
み
）
 

◇
申
込
方
法
 
五
所
川
原
商
工
会
議
所
 

ー
 

有
料
観
覧
席
入
場
券
 

ワ
目
2
日
か
ら
販
売
 

今
年
も
夏
祭
り
の
前
夜
祭
と
し
て
花

火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
花
火
を
ゆ

つ
く
り
ご
観
覧
い
た
だ
く
た
め
に
「
有

料
観
覧
席
入
場
券
」
の
販
売
を
開
始
し

ま
す
。
当
日
、
会
場
で
も
購
入
で
き
ま

す
が
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
事
前

の
お
買
い
求
め
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
 

◇
花
火
大
会
 
8
月
3
日
岡
1
9時
3
0分

岩
木
川
河
川
敷
「北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド」
 

◇
価
格

（
税
込）
 
1
人
3
0
0円
 

（小
学
生
以
下
無
料
）
 

青
い
森
の
チ

ー
ム
E
c
O
 

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集
 

青
森
県
地
球
温
暖
化
防止
活
動
推
進
セ
 

ン
タ
ー
 
凪
o
l
フ
8
(2
2)1
5
o
7
 

T
m
a
H
 
i
n
fo回
e
8
1a
o
m
o
r
i

・
」ロ
 

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
c
o
2
 

削
減
へ
の
取
組
を
募
集
して
い
ま
す
。
 

地
元
か
ら
青
森
県
代
表
へ
、
そ
し
て
全

国
大
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
ー
 

第
印
回
社
会
を
明る
く
す
る

運
動
 
市
民
総
決
起
大
会
 

保
護
福
祉
課
 
内
線
2
9
1
 

「
防
ごう
犯
罪
と
非
行
 
助
け
よ
う

立
ち
直
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
県
警
音

楽
隊
に
よ
る
演
奏
及
びキ
ャ
ン
ペ
ー
ン

活
動
を
行
い
ま
す
。
犯
罪
、
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

7
月
1
7日
因
 
1
0時

5
1
2時

エ
ル
ム
の
街
s
C
 

組
ね
ぷ
た
講
習
会
（無
料
）
 

立
侵
武
多
製
作
所
（
立
侵
武
多
の
 

館
3
F
)
 

m
(3
3)0
4
6
0
 

ね
ぷ
た
の
面
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

面
（
顔）
の骨
組
み
か
ら完
成
ま
で
、
親

切
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
。
 

健
康
づ
く
り
・
「
裏
旦
 

公
開
講
座
の
ご
案
内
 

（社
）青
森
県
栄
養
士
会
五
所
川
原
 

地
区
会
 

m
(3
5)3
2
3
4
 

バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
使
っ
た
健
康
づ

く
り
・
「
食
育
」
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
 

●

7
月
1
9日
困
 
1
8時

5
1
9時
3
0分

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

◇
テ
ー
マ
 
「
食事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

と
食
育
の
実
践
を
考
え
る
」
 

◇
講
師
 
あ
お
も
り
食
育
大
作
戦
 
食

育
宣
伝
隊
 

※
受
講
無
料
。興
味
の
あ
る
方
な
ら
、
 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
 

大
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
 

学
務
援
助
課
 

m
(3
7)3
2
o
1
 

自
衛
官
募

集
 

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

五
所
川
原
地
域
事
務
所
 

m
(3
5)
2
3
0
5
 

次
の
と
お
り
、
自
衛
官
を
募
集
し
ま

す
。
募
集
要
項
及
び
試
験
申
込
書
は
事

務
所
に
あ
り
ま
す
。
 

に
備
付
の
専
用
申
込
用
紙
に
よ
り
、
 
◇
公
募
期
間
 
7
月
1
日
回
、
8
月
 

F
A
Xま
た
は
商
工
会
議
所
窓
口
に
 

3
1日
岡
 

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
で
の
 
※
募
集
要
綱
は
市
環
境
対
策
課
窓
口
で
 

受
付
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
）
。
 

配
布
し
て
い
ま
す
。
 

◇
価
格
（
税
込
）
 
一
人
2
0
0
0円
 

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
 

(
3歳
未
満
無
料
）
 

い
ま
す
。
 

◇
席
数
 
各
日
8
0
0席
（
予
定
）
 

h
t
tpー
ミ看

・e
c
o
~
a
o
m

o
r
l

・jp
\
 

応募資格 受付期問 試 験 日 試 験 場 所 
n
乙
 
等
 
・

子
 
空
 
士
 

海
男
  

18 歳以上 
27 歳未満 

7/21 
- 	8/17 8/26 青森駐屯地 

（青森市浪館字近野） 

自衛官2等陸・海・空士 
（男 子） 

18 歳以上 
27 歳未満 

8/ 1 
-9/7 

9/27 中央公民館 

9/28 弘前駐屯地 
（弘前市原ケ平） 

自衛官2等陸・海・空士 
（女 子） 

18 歳以上 
27 歳未満 

8/ 1 
-9/7 9/25 青森駐屯地 

（青森市浪館字近野） 

自衛隊一般曹候補生 18 歳以上 
27 歳未満 

8
 
ノ
一
 

1
9
 

ノノ
 7
  

1次・・・9/17 
2 次…1次合格者のみ 

五所川原地域職業
訓練センター 

自衛隊一般航空学生 18 歳以上 
21歳未満 

8/ 1 
-9/7 

1次・・・9/22 
2 次・3 次あり 

サンライフ弘前 
（弘前市大字豊田） 

●
 



嗣
屍
サ
回
ン
 
ク 

五
所
川
原
世
界
薪
窯
大
会
 

実
行
委
員
会
 
m
(2
9)3
3
5
o
 

h
t
t
p
ー
ミm
a
k
ig
a
m
a・
」ロ
 

（社
）西
北
労
働
基
準
協
会
 

皿
（3
5)
6
3
36
 

「タ
市
」を
開
催
して
い
ま
す
 

五
所
川
原
市
地
産
地
消
を
進
め
る
会

皿
（
2
9)2
6
8
2
 斉
藤
 

新
鮮
な
野
菜
や
手
作
り
加
工
品
な
ど

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
小
雨
決
行
。
 

●

タ
市
 
6
5
1
0月
の
毎
週
金
曜
日
 

1
6時

、
1
7時
3
0分

（9
月
以
降
は
1
5
 

時
3
0分

、
1
6時
3
0分
）
 

み
ど
り
町
1
丁
目
山
公
園
 

●

移
動
販
売
 
7

1
1
0月
の
毎
週
金
曜

日
 
1
6時

5
1
7時

（9
月
以
降
は
1
5
 

時
3
0分

ー
1
6時
）
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
前
 

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の

体
験
会
・
講
習
会
（無
料
）
 

参
加
者
募
集
 

ス
ポ
ー
ツ
ア
力
一て
ニ
ー
五
所
川
原
 

皿
（
3
5)
0
3
21
 

救
命
救
急＆
A
E
D講
習
会
 

救
急
救
命
士
を
講
師に
招
き
、
救
命

救
急
法
を
学
び
ま
す
。
 

●

7
月
1
5日
回
 
1
3時

、
1
6時

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
五
所
川
原

◇
対
象
 
1
8歳
以
上
の
方
（
定員
2
0名
）
 

※
参
加
無
料
。
事
前
の
申
込
み
必
要
。
 

受
講
者
に
は
消
防
署
よ
り
修
了
証
が

発
行
さ
れ
ま
す
。
 

/
 

着
衣
水
泳
 
5
川
や
海
に
 

落
ち
た
と
き
ど
う
す
る
”
 

夏
休
み
中
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
、
服
を
着
て
泳
ぐ
こ
と
の
大
変
さ

と
対
処
法
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

●

7
月
1
5日
同
 
1
1時

ー
1
2時
 

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
I
I
I

ー
五
所
川
原

◇
対
象
 
小
学
生
5
成
人
（
定員
3
0名
）
 

※
水
着
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
持
参
す

る
も
の
は
お
間
い
合
せく
だ
さ
い
。
 

※
参
加
無
料
。
事
前
の
申
込
み
が
必
要
。
 

五
所
川
原
商
業
高
等
学
校
 

力
ル
チ
ャー
ス
ク
ー
ル
 

エ
ク
セ
ル
・
ワー
ド
（初
級
）
 

皿
（
3
5)5
1
5
1
 

初
歩
か
ら
学
び
ま
す
の
で
初
め
て
の

方
も
大
丈
夫
、
大
歓
迎
で
す
H
 

●

9
月
4
日
因
5
1
1月
2
8日
困
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

4
F
 第
2
情
報
処
理
室

◇
対
象
講
座
 

・

「
エ
ク
セ
ル
」
初
級
 
毎
週
水
曜
日
 

・

「
ワー
ド
」
初
級
 
毎

週
火
曜
日
 

◇
定
員
 
各
3
0名
（
年
齢
不
問
）
 

◇
講
習
料
 
無
料
（
た
だ
し
、テ
キ
ス
 

ト
代
、
ェ
ク
セ
ル
 
7
1
0
円
、
 

ワ
ー
ド
 
9
1
0円
）
 

◇
申
込
期
間
 
7
月
9
日
（月
）5
1
7日
 

因
、
9
時

5
1
6時
。
定
員
締
切
。
 

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
イ
ク
リ
 

ン
グ

五
所

川
原
大
会
 

五
所
川
原
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
 

事
務
局
 
皿
（3
5)1
6
7
7
 三
国
 

●

8
月
4
日
田
 
受
付
8
時

ー
 

集
合

：
“
市
民
体
育館
前
 

◇
コ
ー
ス
（
往
復
）
 

A
i
五
所
川
原
ー
廻
堰
 

B
…
五
所
川
原

5
廻
堰
ー
鯵
ケ
沢
 

※
大
会
終
了
後
に
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
。
 

お
昼
の
弁
当
を持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
参
加
資
格
 
小
学
4
年
生
以
上
 

◇
参
加
料
（
傷
害
保
険
料
等
）
 

中
学
生
以
下
 
2
0
0円
 

高
校
生
以
上
 
5
0
0円
 

◇
申
込
方
法
 
7
月
2
5日
困
ま
で
に
市
 

内
各
自
転
車
店
ま
た
は
サ
イ
ク
リ
ン
 

グ
協
会
事
務
局
ま
で
申
込
み
。
 

当
日
の
申
込
み
も
可
能
で
す
が
、
傷
 

害
保
険
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。
 

津
軽
金
山
焼
の
里
に
、
世
界
各
国
か

ら
の
陶
芸
家

（
アメ
リ
カ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
 

ロ
シ
ア
、
韓
国
な
ど
1
0カ
国
）
が
集
り
、
 

作
品
を
製
作
・
展
示
。
一
般
の
方
も
陶

芸
家
と
の
交
流
を
楽
し
め
ま
す
。
 

●

7
月
1
日
⑧
5
3
1日
因
 

津
軽
金
山
焼
窯
場
 

第
1
2回
五
所
川
原
市
 

金
木
町
テ
ニ
ス
大
会
 

金
木
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
 
阿
部
 

皿
（3
5)2
1
1
1
 
内
線
4
4
4
 

●

7
月
2
2日
回
 
受
付
8
時
3
0分

5
 

開
会
式
8
時
4
5分
 
試
合
開
始
9
時

金
木
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◇
種
目

（
各2
0組
ま
で
）
 
一
般男
子

ダ
ブ
ル
ス
、
 一
般女
子
ダ
ブ
ル
ス

◇
参
加
資
格
 
①
高
校
生
以
上
の
方
。
 

②
県
テ
ニ
ス
協
会
主
催
大
会
の
A
級
出

場
ペ
ア
の
出
場
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

③
A
級
者
と
初
心
者
・
中
級
者の
ペ
ア

は
出
場
で
き
ま
す
。
 

④
そ
の
他
の
場
合
、
そ
の
つ
ど
主
催
者

が
決
め
ま
す
。
 

◇
表
彰
 
各
種
目
と
も
3
位
ま
で
表
彰

◇
参
加
料
 
1
ペ
ア
3
0
0
0円

◇
申
込
締
切
 
7
月
1
9日
困
 

※
主
催
・
主管
／
五
所
川
原
市
テ
ニ
ス

協
会
・
金
木テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
 

後
援
／
市
教
育
委
員
会
 

第
1
9回
五
所
川
原
市
民
 

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
 

五
所
川
原
市
陸
上
競
技
協
会
 

m
(3
3)1
8
7
9
 
工
藤
 

●

8
月
1
2日
回
 
開
会
式
8
時
3
0分

5
 

競
技
9
時
、
 
閉
会
式
1
6時
3
0分
 

（
雨
天順
延
の
場
合
は
8
月
1
9日
）
 

市
陸
上
競
技
場

（
飯詰
）
 

◇
種
目
  

」
 

一
般男
子
（
高
校

・
大
学
含
む
）
 

一
般
女
子

（
高校
・
大
学
含
む
）
 

そ
れ
ぞ
れ
 
1
0
o
m

、
4
0
o
m

、
 

1
5
o
o
m

、
走
り
幅
跳
、
砲
丸
投
、
 

走
り
高
跳
、
4
×
1
o
o
m
R
 

※
小
・
中
学生
の
種
目
は
各
学
校
に
連
 

絡
済
み
で
す
。
 

※
1
人
1
種
目
の
参
加
と
な
り
ま
す
。
 

◇
参
加
資
格
 
市
内
に
住
所
ま
た
は
本
 

籍
が
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
。
 

◇
表
彰
 
各
種
目
6
位
ま
で
賞
状
授
与
 

◇
参
加
料
 
1
人
5
o
o
円
 

（小
学
生
m
o
o円
）
 

◇
申
込
先
 
〒
0
3
7
1
0
0
1
6
 

五
所
川
原
市

ー
ッ
谷
5
N
N1
14
 

大
会
事
務
局
 
工
藤
 

◇
申
込
締
切
 
7
月
2
0日

岡
必
着
 

可
燃
性
ガ
ス
及
び
酸
素
を
用
い
て
行
う

金
属
の
溶
接
、
溶
断
ま
た
は
加
熱
業
務
。
 

●

7
月
1
8日
困
、
1
9日
困
 
9

、
1
7時
 

（
社
）
西
北
労
働
基
準
協
会
 

◇
受
講
資
格
 
満
1
8歳
以
上
の
方
（
女
 

性
の
方
歓
迎
し
ま
す
）
 

◇
受
講
料
 
8
7
3
5円
 

◇
申
込
締
切
 
7
月
1
3日
岡
か
定
員
 

4
0名
に
達
し
次
第
締
切
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障害者控嫁ヌ撫者認定書を 
交付 まナ 

次の要件に該当する方は、市が交付する「障害者控 

除対象者認定書」 によって所得税・住民税の障害者 
控除を受けることができます。 

●対象となる要件 
満65歳以上で身体障害者手帳、愛護手帳を交付

されておらず、介護保険で認定をされたかた（要
支援1．要支援2を除く） 

●申請の際に必要なもの 介護保険被保険者証
なお、身体障害者手帳などをお持ちのかたは、 

従来どおりその手帳などによって障害者控除を受
けられますので、この認定書は必要ありません。 

身体障害者手帳等ですでに一般障害者の障害者
一 控除を受けているかたが要介護 4 ．要介護 5の認定 
', を受けているときは、申請により特別障害者の「障

害者控除対象者認定書」を受けることができます。 

●間い合わせ先 

介護福祉課 内線274・275 
過去に遡って申告される場合 
税務課 	内線424・425 

子育ては地域のみんなの手召！ 

五所川原市 

フアミリーサボートセンター 

活動紹介 

提供会員の境谷冨美子さんと平山芹奈（せりな）ちゃん 
5歳、平山陽斗（はると）くん 1歳 

芹奈ちゃん陽斗くんのお母さんは、近々職場復

帰予定です。ひとつ心配な事は子どものこと…病

気の時や保育園の迎えに間に合わない時はどうす

るか…お任せください！センターの提供会員がサ

ポートします。この日無事に打ち合わせを終えて、 

お母さんも安心した様子でした。 

随時会員募集 TEL35-8953 

平成18年度まで 

53万円 

平成19年度から 

56万円 ト 

う 

つ
 
の
 
日
本
 

ヒ
 

‘

一
 

AnoThロ ユPm' 

秋岩青 
田手森 

国民健康保険税の課税限度額の 
引き上げ等についてお知らせ 

平成19年度より、国民健康保険税（医療分）の課税

限度額が弓は上げられます。 

介護分は9万円 
（変更なし） 

＊ 「年齢65歳以上の方」に係る特例措置 

（昭和15年1月2日以降に生まれた方が対象です） 

平成18年度から高齢者と現役世代間の税負担の公
平をはかる観点から、公的年金等控除額の見直しな
ど税の改正が行われ、急激な負担を緩和するための
減額措置がとられています。 （所得割に係る部分） 

◆年齢65歳以上の方の「公的年金所得」算定方法 

年金 公的年金 公的年金 基礎 所得割額 

収入 等控除 
等特別 

控除 算定基準 
控除 

▼ 

平成18年度・・・ 13万円 

平成19年度・・・ 7万円 

※詳しくは税務課・市民税係（内線424・425）まで 

北東北大型観光李ャンベーシ 
鴻ョブニングとtバント 

も 

	（五所川原会場） 

●日時 7月1日（日） 

15時～15時30分 

■場所 JR五所川原駅前

＊雨天時は駅構内 

■内容 

・立侵武多の唯子演奏 

（さかえ立仮武多の子ども達） 

ミ二立侵武多の展示 

・JRよりちょぴりプレゼント

九 ■実施主体 北東北大型観光キャ

ンペーン推進協議会 

■協賛 五能線沿線連絡協議会 
■問い合わせ 

JR五所川原駅 

TEL34-5366 
五所川原市商工観光課 

TEL35-21 11 内線382 

青森・岩手・秋田の北東北三県では、全国ノ＼向けて 

『北東北大型観光キャンペーン』を実施します。 

実施期間ノ7月1日～9月30日 
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ザ☆ごしょがわら元気教室 
参加者募集 

～将来の介護予防のために 
元気な今から参加してみませんか～ 

◇対象 おおむね65歳以上で、日常生活はほぼ自分

ででき、一人で外出できる方。 （介護認定を受け、 

介護サービスを利用している方は対象外です） 

◇日時・場所・内容 

保健センタ―
五所川原 

保健センタ― 
金 	木 内 	容 

①
  

7/9（月） 7/13 ( デ―タで知ろう自分の体（筋力・
体力チエック） 

② 7/25 (*) 7/27 ( 手軽にできる折り紙 

③ 8/6（月） 8/10( 童心に帰って童謡を歌おう 

④ 8/24 ( 8/31岡 誰でも楽しめる大人のぬり絵 

⑤ 9/14( 9/14( 水中運動（し～うらんど海遊館） 

⑥
  

10/ 4(*) 10/12 ( 
ウオーキングと植物観察 

（五所川原会場岩木川河川敷、 
金木会場芦野公園） 

⑦ 11/ 7(?ic) 11/16( メタボリック予防体操 

⑧
  

11/30 ( 12/ 7岡 健康おやっを食べよう 

⑨ 12/14国 12/21 ( 楽しいレクリエーション 

⑩
  

1 /18( 1 /25 (st) お正月気分で百人ー首 

⑩ 2/ 8囲 2/15岡 ボールエクササイズでストレッチ 

⑩
  

3/ 6 (*) 3/14囲 あなたの体はどのくらい元気（筋
力・体力チエック） 

※毎回、健康状況観察と元気体操を実施します。状 
況に応じ、内容等に変更がでる場合があります。 

※時間はいずれも 13 時から 15 時。（ただし、 9月 14 
日のみ、 9時から 15 時） 

◇料金 無料（し～うらんど海遊館入館料は実費） 
◇申込方法 開催日の1週間前までに電話申込み。 
◇申込先 健康推進課保健指導係 内線 223・224 

ルランシア 7月の催物案が 
B33-2111 ふるさと交流国民センタ一 

日 曜日 催 	物 開演 入場料 

I 

っ
〕
 
 

火
  

五所川原工業高等学校 芸術鑑賞 

「寺内タケシとプルージーンズ」 
13: 45 関係者 

入
 
ホ
 

ー
 
ル
  

12 木
  

新規高等学校卒業予定者

合同職業講話会 
14 : 00 関係者 

16 月祝 
五所川原高等学校吹奏楽部

第 28 回 定期演奏会 
14: 00 前売・当日 

500円 

22 日 チャリテイーカラオケみちのく 13 : 00 前売・当日 
500円 

24 火
  

第 31回ジャバンビアノコンク―ル

五所川原審査会 
10 : 00 無 料 

小
 

ホ
 
ー
 
ル
 
 

1
  

日
  

五所川原高等学校演劇部

第10 回 定期公演 
13 : 30 無 料 

16 月祝 青森映研「未定」 未 定 
大人・学生 

α×）円 
小学・2歳以上 

80(〕円 

21 土
  

西北五臨床衛生検査技師会

看護協会合同研修会 
未 定 関係者 

26 木 平成 19 年度防火管理者

資格取得講習 

9:15 関係者 

27 金 9 : 05 関係者 

128 土 古川音楽教室 発表会 13 : 00 無 料 

※主催者の都合により日程等が変更になる場合もあります。 

、公民餌か5回お知5せ ノ 

	

．ト 央公民館 	TEL35-6056 

★「市民講座」を開催します 

中央公民館で毎年開催している「市民講座」を今 

年も北辰大学と共催で開催します。 
7月4日困 10時～（入場無料）1階「大ホール」 

〈講師〉あおもりいのちの電話理事長 石川散一 
〈演題〉 「輝いて生きる」 

★家族で映画を楽しむ会 ～7月 
・7月28日田 10時～11時30分（入場無料） 

2階 視聴覚室 

	

金木公民館 	TEL53-358 1 

★第133回「太宰を語る（月例）会」 
◇7月18日困 19時～ 金木公民館（イス席） 

1.「太宰作品」解説と鑑賞 
・作品 『桜桃」 
・朗読～長田清 

2.「観湖山文学碑」新事実 

「太宰文学碑とNさん」記録 
・「石碑」の出所とその理由 

「除幕式」記念の新写真3枚 
「火宅の人」と文学碑 

l 図書館からのお知らせ TEL 34-4334 

◆本の寄贈をあ願 , 1(' ます 

当市の財政状況が厳しい中、図書館も例外ではなく

削減された予算でなんとかやりくりしています。そこ

でぜひみなさんのお力をお借りしたいと思います。小

説、ノンフイクション、絵本などジャンルは問いませ

んので、どしどし本を寄贈してください。ただし、汚

損が著しい場合やすでに当館に複数冊あるなどの場合

はお断りさせていただくことがありま

すのでご了承ください。その他詳し

いことはホームページをご覧いた

だくか、直接お問い合わせくだ

さい。五所川原市民でなくとも

結構ですので、友人・親族、会社・

団体など多くの人にも働きかけ

てみてくださいませんか？ 

開館時間 7月の休館日 

五所川原市立図書館 

TEL34 一4334 
9時 30 分～18 時 

（土・日は 17 時まで） 
週
m
  

ロH
l
'!
 
 

曜
幻
 

H
、
 
 

9
 

口
］
 
十
小
 

伊藤忠吉記念図書館 
TEL53 -3049 9時 30 分～17 時 

市 浦 分 館 
TEL62-21 11 9 時 30 分～ 17 時 

毎週土・日曜日 
16 日囲、19 日内 

◇今月のおはなし会 テーマ 「魚・川」 

市立図書館 7月21日（土） 13時30分～14時30分
※その他、展示や図書案内などホームページでも確
認できます。 http：ノノwww.goshogawaraーlib.com  

● 
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③鷲鷲編 
五所川原市食生活改善推進員会 

健 康 推 進 課 公35-2111 （内線223・224・225) 
保健センター市浦 容27-7733 

（ みんなの健康相談室 ） 
生活習慣病や、肥満解消、介護予防など体に関すること、 

ストレスや心の相談などに保健師が応じます。健康手帳を

お持ちの方は、ご持参ください。 

地区 開催場所 開催日 開催時間 

五所川原 保健センター五所川原 7月 11日困 

10:00 - 12:00 金 	木 保健センター金木 7月 13 日岡 

市 	浦 保健センター市浦 7月 13 日囲 

C みんなの健康教室 ） 
7 月 27 日岡 13 時～ 14 時 

働く婦人の家 

「骨のお話」 

中村元美先生（中村整形外科医院） 

北五医師会 五所川原市民保健協議会 （  献血のこ案内（バス巡回） ) 
期 	日 時 間 場 	 所 

7月 20 日（金） 10 :00 - 	15 :30 東芝メデイア機器株式
会社 

7月 22 日（日） 
10 
13 

:00 
:30 

- 	12 
- 	16 

:30 
:00 

工ルムの街ショッピン
グセンタ一専門店入ロ
の外 

第1回赤ち竹んと楽しむ 
マタニティ教室 

母乳育児は、赤ちゃんの人生において最も健康的な

スタートを準備してあげる事ができます。また、ベビー 

マッサージは五感に心地よい刺激を与え、心身ともに

活性化させます。 

◇対 象】五所川原市の妊婦さん、15 か月頃までの

お子さんとお母さん及び家族の方等（お子さんと一

緒に遊べるスタッフがいますので、お気軽に参加く

ださい） 

◇日 時】7 月 27 日岡 10 : 00 - 12 : 00 
◇場 所】保健センター五所川原 

◇内 容：安斎レディスクリニック助産師長・福井り 

み子先生による講義及び実技 

テーマ「おっぱいケアと赤ちゃん

タッチケアの実際」 

◇申込方法 :7月 17 日因までに電話

でお申し込みください。 

※託児が必要な方は、申込みの時にお

知らせください。 

誓誓古紙配合率 1 00% 

~）～工コクッキング～ 

l妙鷲響讐 
篇稽 × 

1 人分 246kca1 塩分 0.8g 

■材料（4人分） 

豚ひき肉 	200 g 油 	大さじ 2 
玉ねぎ 	80 g 生しいたけ 	80 g 
油 	大さじ 1 
	

ぶなしめじ 	80 g 
生パン粉・・・1/2カップ 
	

えのきたけ 	80 g 
普通牛乳・・・大さじ 2 水 	40cc 
卵 
	

ウスターソース…大さじ 1 
こしょう 	少々 
	

トマトケチャップ 
大さじ 2と 1/3 

■作り方 

①玉ねぎはみじん切りにし、フライパンに大さ
じ1の油をひいて妙める。 

②’豚ひき肉に妙めた玉ねぎ、生パン粉、牛乳、卵、 
こしょうを加え、よくこねて4個にまとめる。 

③①のフライパンに油大さじ2を足し、ハンバ 

ーグを焼く。 
④両面にこんがりと焼き色がついたら、水、ケ

チャップ、ウスターソースを加えて煮込む。 
⑤最後にきのこを入れて、火が通ったら完成。 

※ハンバーグを焼いた後のフライパンには、 
脂と肉汁がたっぷり出ています。捨てない
で煮込みソースに利用する事により、ソー 
スのコクと旨みがずっと増します。また、 
フライパンを洗う時に油分が少なくなるの
で、地球にやさしい料理といえるのではな
いでしょうか。 

親子料理教室 参加者募集 
親子で楽しく一緒に作って、おいしく食べる教

室です。夏休みの楽しい思い出に、ぜひ、参加し

てみませんか？ 

◇日 時】7 月 27 日囲・28 日田 

9 時 30 分～ 13 時頃 

◇場 所】働く婦人の家（保健センター五所川原） 

◇対 象】小学生とその保護者（子どもだけで

の参加も可） 

◇持参する物】ェプロン、三角巾、手ふき、調理

室での履き物（大人サイズのスリッパ有） 

◇料 金一 300 円（子どもは無料） 

◇申込先】健康推進課／内線 224 
◇申込締切】7 月 23 日囲 

× 
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